
お問合せ先 NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議 担当：川並、国松、大嶋
 〒541-0048 大阪市中央区瓦町4丁目8番4号 井門瓦町第2ビル 3F
 TEL 06-4963-2107    FAX 06-4963-2127 URL：https://kinkibio.com/

E-mail  biomatching2025@kinkibio.com

募集期間 2025年10月1日（水）～2025年11月21日（金）

実施方法 オンライン面談：2026年1月～２月の2か月間
ピッチ：2026年1月9日（金）13:00～20:00

募集対象 バイオ技術関連の企業、ベンチャー、アカデミア等
バイオ技術分野にご興味のある異業種からの参加も可

対象分野 バイオ技術分野全般
医薬・創薬、創薬支援、研究支援、再生医療、ヘルスケア、
食品、機能性表示食品、化粧品、素材、化学、分析、農・水産・畜産業、
環境、エネルギー、デジタル・AI 等

参加費 イベント参加費：4万円（税込） ピッチ：1万円（税込）
＊アカデミア（大学、公的研究機関）は無料
＊近畿バイオインダストリー振興会議、関西医薬品協会の会員は無料

申込方法 近畿バイオインダストリー振興会議のホームページから
お申し込みください
URL：https://kinkibio.com/informations/4815

関西
バイオビジネス
マッチング ２０２５

バイオ技術分野 における

シーズとニーズのマッチングイベントとして、

「関西バイオビジネスマッチング2025」を完全オンライン で開催します。

新規事業の創出、新たなイノベーション誘発の場として是非ご活用ください。

アカデミア
の研究者
大歓迎！

参加者
募集

場所と時間の制約を受けません

異業種と出会えます

納得いくまで面談可能

ピッチ登壇でアピールできます

アカデミアの新しいシーズにも期待

マッチングサポートがあります

https://kinkibio.com/
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実施手順

主催団体でありますバイオコミュニティ関西（BiocK）は、内閣府からグローバルバイオコミュニティの認定を受け、関西を拠
点にバイオ分野における究極のバイオエコシステムをつくるための活動を行っています。関西が持つバイオ関連の産業集積と、
質の高い研究力の集積を生かし、連携させることにより、オープンイノベーションを促進し、社会課題の解決とバイオ産業の
発展を進めます。詳細はホームページをご覧ください。

事務局：NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議、公益財団法人都市活力研究所

URL：https://biock.jp/

お申し込み
近畿バイオインダストリー振興会議のホームページからお申し込みください
◼ 2025年11月21日（金）締切
◼ URL：https://kinkibio.com/informations/4815

参加費のお支払
参加費が発生する場合は請求書をお送りしますので、
期限までにお振込みください

アカウント登録

専用のオンラインシステムに登録しプロフィールを入力してください
◼ 各種ファイルや動画などを掲載することが可能です
◼ 申込み1件につき5名まで「同僚招待」をすることができます
◼ 株式会社EventHubのシステムを使用します

マッチング
参加者のプロフィールから面談したい相手を探して打診してください
◼ 双方の希望が合えば面談成立です
◼ マッチングサポートのサービスを受けることができます（申し込み後にご案内します）

日程調整 2026年1月～2月の間で面談が実施できるよう日程調整をしてください
◼ 1月5日～2月27日までの7:00～21:00まで設定可能です

ピッチ
2026年1月9日（金）13:00～20:00（オンライン）
◼ プレゼン時間10分、申込み多数の場合は時間を延長します。当日都合の悪い方は、動画提出での参加可
◼ 本イベントへの参加申し込みと同時に受け付けます

面 談 システムに実装されたWEBミーティングで面談を実施してください
◼ 面談時間、接続数は自由です

参加者の声

シーズを出展し数社と面談した。企
業の考え方や求めるデータ、何が
足りないかが分かり、研究チームに
フィードバックした。現在はよりア
ピールできるデータの取得に力を入
れている。（アカデミア）

ある分野における新しいシーズを探
している。通常は自社ルートで開拓
しているが、このイベントで、これまで
出会えなかったシーズを持つ研究者
と面談できた。（事業会社）

自社で持つプラットフォーム技術を用
いた共同研究相手先を探している。
コネのない企業とつながることができ、
毎年数件の共同研究/受託研究に
繋がっている。（スタートアップ）

このイベントは期間が長く、時間も
自由なので、じっくり面談できること
がメリット。ビジネス面だけでなく、
情報収集手段としても使っている。
（スタートアップ）

製薬企業を想定してシーズを出した
が、全く違う業種の企業からお声が
けいただいた。いろんな方向性があ
るということが分かり有益だった。
（アカデミア）

サーブ・バイオファーマと日本臓器製薬が提携

主催 バイオコミュニティ関西（BiocK）、 NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議

共催 関西医薬品協会

協賛 アズワン株式会社、学校法人佐藤学園 OBMリサーチセンター（ORC）

協力 関西イノベーションイニシアティブ（KSII）（代表幹事機関 公益財団法人都市活力研究所）

 関西スタートアップアカデミア・コアリション（KSAC）、大阪・京都・ひょうご神戸コンソーシアム

 公益財団法人神戸医療産業都市推進機構、京都リサーチパーク株式会社、大阪府（大阪バイオ・ヘッドクオーター）

後援 近畿経済産業局、独立行政法人中小企業基盤整備機構 近畿本部

第二創業アドバイス、新規ビジネス
機会の創出など、共同研究などでは
取り組めない課題について、深く議
論する事ができた。（事業会社）

他のマッチングイベントでは出会えな
かった企業と出会えた。（スタート
アップ）

関西バイオビジネスマッチングでの出会いがきっかけで、サーブ・バイオ
ファーマ株式会社（鹿児島大学発スタートアップ）と日本臓器製薬
株式会社は、2025年8月、サーブ・バイオファーマが独自開発した腫
瘍溶解性ウイルス「Surv.m-CRA-1」について、骨軟部腫瘍を対象
としたライセンス契約を締結しました。

マッチングサポートのサービスを受け
た。アカデミアでは企業情報が少な
くマッチングに苦労しているが、様々
な企業の紹介を受け有益であった。
（アカデミア）

当社のようなスタートアップ企業が大きな製薬会社様の目に留
まる機会として、関西バイオビジネスマッチングはとても有用でし
た。完全オンラインという手軽さから、面談機会を増やすことがで
き、当社は本イベントで良縁を掴みました。

サーブ・バイオファーマ株式会社

関西バイオビジネスマッチングでは、自社ルートだけでは出会う
ことが難しいさまざまなベンチャー企業やアカデミアと交流するこ
とができました。さらにオンライン開催のため、会場へ足を運ぶ
必要もなく、多くの面談の機会が得られました。その中の一つ
の面談がきっかけとなり、今回のライセンス契約に至りました。
今後も関西バイオビジネスマッチングを活用させて頂きます。

日本臓器製薬株式会社

https://kinkibio.com/
https://biock.jp/

	スライド 1
	スライド 2

